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北
斗
病
院
一
坂
東
副
院
長
の
研
究
グ
ル
■
プ

粥鼎剰留一儡
辮

論
文
が
掲
載
さ
れ
た
医
学
雑
誌
電
子
版
の
コ
ピ
ー
を
手

に
喜
ぶ
研
究
グ
ル
‥
フ

（前
列
左
が
坂
東
副
院
長
、
同

右
が
後
標
霞
命
叫

後
列
左
か
ら
臨
床
検
査
技
師
の
山
口

さ
ん
、
赤
羽
さ
ん
、
大
貫
さ
ん
）
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の
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。
悪
性
の
病
気
に
対

す
る
診
断
率

（検
体
適
正
率
）
が
９０
％
を
超
え

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
お
り
、
坂
東
副
院
長

は

「世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
表
れ
」
と

一長
ん
で
い
る
。

北
斗
病
院

（帯
広
市
稲
田
町
基
線
７
）
の
坂

東
伸
幸
副
院
長

（４９
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
研

究
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
で
き
た
首
の
リ
ン
パ

腺
の
腫
れ
を
診
断
す
る
新
た
な
検
査
法
に
つ
い

て
、
有
用
だ

っ
た
と
す
る
同
グ
ル
ー
プ
の
研
究

成
果
が
米
国
の
医
軍
難
蒙
¨
「Ｄ
ｉ

ａ
ｇ
ｎ
ｏ
ｓ

「液
状
処
理

遡̈
岬
診
」
と

呼
ば
れ
る
検
査
法
で
、
喉
を

針
で
刺
し
て
血
液
を
吸
引

し
、
専
用
液
に
入
れ
て
遠
心

機
に
か
け
、
ガ
ラ
ス
に
細
胞

を
付
着
さ
せ
て
診
断
す
る
。

乳
が
ん
な
ど
他
分
野
で
使
わ

れ
て
い
た
検
査
法
。
北
斗
で

は
坂
東
副
院
長
が
赴
任
し
た

で
悪
性
の
病
気
の
診
断
が
で

き
た
。

坂
東
副
院
長
に
よ
る
と
、

場
合
が
多
く
、
検
査
は
必
要

な
い
。
た
だ
、
残
り
５
％
ほ

ど
は
甲
状
腺
が
ん
や
咽
頭
が

ん
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
い
っ

た
悪
性
の
病
気
の
場
合
が
あ

り
、
検
査
が
必
要
と
い
う
。

全
国
的
な
主
流
の
検
査

は
、
首
に
注
射
し
て
血
液
を

取
り
、
ガ
ラ
ス
に
す
り
合
わ

せ
て
血
液
を
乾
燥
さ
せ
、
専

用
液
で
染
め
て
検
体
を
見
る

方
法
で
、
北
斗
で
も
新
検
査

法
実
施
前
ま
で
採
用
し
て
い

た
。
「短
時
間
で
検
査
で
き

る
が
、
赤
血
球
が
多
く
混
入

し
て
し
ま
う
た
め
、
検
体
適

正
率
は
７５
％
ほ
ど
に
と
ど
ま

邑

単

策

型

質

。

坂
蕃
融
響
膏
薪
樽
町
出

身
。
新
得
小
、
新
得
中
、
帯

広
箱
讐
薔
Ｒ

旭
川
医
大
を
卒

業
後
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

バ
フ
ァ
ロ
ー
市
ロ
ズ
ウ
エ
ル

バ
ー
ク
癌
研
究
所
に
留
学
、

腫
瘍
免
疫
学
の
研
究
に
従
事

な
ど
し
た
。
０９
年
に
北
斗
に

開
設
さ
れ
た
頭
頭
部
腫
瘍
セ

ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
に
就

任
し
た
。

研
究
メ
ン
バ
ー
は
ほ
か

に
、
後
藤
孝
医
師

（耳
鼻
咽

弊

？

露

爺

晨
雲
じ

と
、

堕

後

墓

論

縮

襲

番

士
）
の
赤
羽
俊
章
さ
ん
、
大

貫
な
つ
み
さ
ん
、
山
口
朋
美

さ
ん
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
た
北
大
の
西
原
広
史
特
任

褒

　
（彫

學

露

訴

奮

置

唇

は

「新

検
査
は
、
が
ん
の
個
別
化
医

療
に
向
け
、
遺
伝
子
診
断
に

も
応
用
可
能
。
先
進
医
療
ヘ

の
取
り
組
み
は
国
内
外
で
も

高
く
評
価
で
き
る
」
と
力
説
。

坂
東
副
院
長
は

「
地
方
か
ら

有
用
性
を
発
信
で
き
た
こ
と

は
う
れ
し
い
。
首
の
リ
ン
パ

の
腫
れ
に
対
し
、
新
検
査
が

行
わ
れ
て
い
る
の
は
ま
だ
数

施
設
。
今
回
の
こ
と
で
国
内

に
有
用
性
が
広
ま
り
、
悪
性

の
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

（綴
い
づ
ι

米医学雑誌電子版に「 理劣ケか ら }き

診茅Lがノし
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